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令和３年第２回可児市議会定例会 一般質問通告一覧表 ３月１０日（１１日・１２日） 

№ 質問者 質 問 項 目 （答 弁 者） 

１ 大平 伸二 

（真政会） 

１. 再犯の防止等に向けた関係団体との連携や取り組みを問う（市民部長、福

祉部長） 

一問一答方式 

２０１６年に再犯の防止等の推進に関する法律が施行された。第８条第１項では地

域の状況に応じた施策を策定し、実施する責務を有するとされた。再犯防止推進に

向けて関係団体との連携や本市の取り組みを問う。  

 

質問１ 本市が、現在行っている「再犯防止等の推進に関する取り組み」をお聞き

します。 

質問２ 関係機関とどの様な連携で「再犯防止等の推進に関する取り組み」をして

いるのかお尋ねします。 

質問３ 「再犯防止等の推進に関する取り組み」をどの様な位置づけで取り組んで

いくのかお尋ねします。 

 

２ 冨田 牧子 

（日本共産党

可児市議団） 

１．今こそジェンダー平等社会を（市長、市民部長） 

一問一答方式 

日本はジェンダーギャップ指数で世界１２１位のジェンダー平等後進国です。森氏

辞任がジェンダー平等社会をつくる契機となるよう願いつつ、本市での男女共同参

画プランの達成状況と市長の考えを聞きます。 

 

質問１ 意識改革の取り組みと達成状況 

質問２ 政策や方針決定の場での男女共同参画の達成状況 

質問３ 男女が働きやすい環境の整備の達成状況 

質問４ 男女共同参画を高めていくための施策 

質問５ 選択的夫婦別姓に対してはどう考えているか 

質問６ ジェンダー平等プランにしてはどうか 
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№ 質問者 質 問 項 目 （答 弁 者） 

３ 

 

山田 喜弘 

(可児市議会 

公明党) 

  

  

１.令和３年度施政方針について（企画部長、総務部長） 

一問一答方式 

令和３年度施政方針において、市政経営計画の最重点施策の前年度との相違やこど

も医療費の減額を学校給食費に還元する理由。行政手続きのオンライン化推進予算

及び風通しの良い柔軟な職場風土を醸成する取組を問う。 

 

質問１ 市政経営計画の最重点施策の前年度との違いについて。 

質問２ 市政経営計画で選択しなかった事業は何か。 

質問３ こども医療費の減額による給食費への還元について。 

質問４ 行政手続きのオンライン化を推進する予算や施策は何か。 

質問５ 風通しの良い柔軟な職場風土を醸成するための課題と対策について。 

 

２.市の情報提供の方法について（市長公室長、企画部長） 

一問一答方式 

本市は予算編成過程を公表している。公表の意義及びホームページの多言語化やユ

ニバーサルデザインフォントの導入及び市長の動画番組配信に字幕や手話通訳導

入への取り組みを問う。 

 

質問１ 予算編成時における情報提供が令和３年度予算の企画部長内示が総括表

だけとなったのはなぜか。 

質問２ 市ホームページの多言語化とユニバーサルデザインフォントの導入につ

いて。 

質問３ 「ようこそ！市長室へ」の動画番組配信に字幕や手話通訳をつけてはど

うか。 

 

№ 質問者 質 問 項 目 （答 弁 者） 

４ 天羽 良明 

（可児未来） 

１. 岐阜県知事選挙をどう振り返るか（選挙管理委員会書記長） 

一問一答方式 

緊急事態宣言下の１月２４日に行われた岐阜県知事選挙をどう振り返るか 

 

質問１ 緊急事態宣言下の選挙であったがどのような対策を考えその効果は。 

質問２ 期日前投票に比較し当日の投票率をどう考えているか。 

質問３ 選挙の告知ＰＲについて防災無線を活用すべきであるのでは。 
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№ 質問者 質 問 項 目 （答 弁 者） 

５ 川上 文浩 

（可児未来） 

１.令和 3年度施政方針について（企画部長、総務部長、観光経済部長、建設部

長、こども健康部長） 

一問一答方式 

令和 3年度施政方針について、新型コロナウイルスの感染症の振り返りと今後の対

策。可児駅前線供用開始の今後のスケジュール。公園のユニバーサルデザインへの

配慮。大規模災害への備えについて問う。 

 

質問１ 新型コロナウイルス感染症の市内での発生状況と今後の対応について。 

質問２ こども医療費の学校給食費への還元について。 

質問３ 市内店舗を応援するプレミアム商品券の概要について。 

質問４ 可児駅前線の供用開始と地元要望について。 

質問５ 公園のユニバーサルデザインについて。 

質問６ 近年頻発する集中豪雨や大規模災害の備えと避難所運営、機能別消防団の

必要性について。 

６ 

 

田原 理香 

(会派きずな) 

１. 令和 3年度施政方針から～「コロナが引き起こした社会の変化に、市はど

う対応していくのか」（教育長、企画部長、市民部長、福祉部長） 

一問一答方式 

コロナ感染拡大による生活への不安が市民の間に広がっている。市はコロナ禍にお

いて社会に何がおきているのか、現状をどのように捉え、今後の施策や市政運営に

どう反映していくのか。 

 

質問１ コロナ禍での市民生活への影響と今後の施策への展開は。 

質問２ 高齢者の孤立状態について、現状把握と担当部署での検討状況は。 

質問３ ストレスを抱えた児童生徒の現状把握とその対応は。 

質問４ 「地域での市民活動への支援」を進めていくにあたり、地域の現状をど

う捉えているか。 

質問５ 令和 2年 12月議会での「市民力、地域力を高めるためには、地域の課題

を把握し、丁寧に対応していくことが大切」との答弁に対し、市はどの

ような対応をしたのか。 

７ 野呂 和久 

（可児市議会

公明党） 

１. 学校運営協議会（コミュニティ・スクール）について（教育長） 

一問一答方式 

学校運営協議会（コミュニティ・スクール）は２００４年に制度化された。地域住

民や保護者が委員として参加し、地域と共にある学校づくりを進める仕組みであ

る。学校運営協議会の設置の検討について現状を問う。 

 

質問１ 学校運営協議会の全国の設置状況 

質問２ 可児市教育委員会の学校運営協議会の検討 

質問３ 教育委員会規則について 
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№ 質問者 質 問 項 目 （答 弁 者） 

８ 伊藤 健二 

（日本共産党

可児市議団） 

１.20年目の介護保険と高齢者福祉計画（福祉部長） 

一問一答方式 

高齢者福祉計画の骨格となる介護保険制度が 20 年を迎えた。増々、利用制限と利

用者負担の増大による給付抑制策が提示された。自治体責任の強化と本市「高齢者

福祉計画」等の課題を問う。 

 

質問１ 利用抑制強化のなか、介護保険給付費用の見込み、第 8期の保険料値上

げは適正か。 

質問２ 2020年 6月の介護保険改悪をどう受けとめ、本市での影響は。 

質問３ 市高齢者福祉計画の到達点（7期令和 2年度）と改善強化課題は何か。 

 

９ 渡辺 仁美 

（立憲民主党  

市民の声） 

１. 大規模災害・新型感染症と、本市の防災の方向性（総務部長） 

一問一答方式 

大規模地震、地球規模の気候変動がもたらす自然災害への脅威に加え、新型コロナ

ウィルス感染症への市民の不安は尽きない。安心安全のための市民への啓発ととも

に進む本市の防災の方向性を改めて問うものである。 

 

質問１ 災害対策基本法に基づく本市の防災計画の 10年の変遷について。 

質問２ 新型コロナウィルス感染症対策に関する避難所運営マニュアルの課題に

ついて。        

質問３ 企業・団体・学校法人などとの協力・連携について。 

質問４ 防災計画の今後の方向性について。 

 

２. 持続可能な開発目標ＳＤＧｓへの取り組みを可児市でも（企画部長） 

一問一答方式 

「ＳＤＧs 未来都市」への登録は見送ったものの、本市の市政経営において持

続可能な開発目標の達成に向けた取組みをしている。17アイコンを事業に明記

し、ＳＤＧｓ推進担当を設け、広く呼びかけることを提案する。 

 

質問１ 自治体ＳＤＧｓを基にした、市民への啓発について。 

質問２ 新規の事業・取組み等への、17アイコンの付記について。 

質問３ ＳＤＧs推進担当の設置について。 
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№ 質問者 質 問 項 目 （答 弁 者） 

10 松尾 和樹 

 

１. コロナ危機を多文化共生進展の好機にできないか（市民部長） 

一問一答方式 

新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、岐阜県から緊急事態対策が出され、その中

で特に外国人県民対策を強化するとあるが、本市独自の外国籍市民対策はどうか。

多文化共生を進める好機と捉えることはできないか。 

 

質問１ 本市独自の外国籍市民対策をお聞かせください。 

質問２ 情報を伝えるためにどんな工夫をしましたか。 

質問３ 情報発信手段それぞれの効果検証はされましたか。 

質問４ 今後、日常の多文化共生を進めていくうえで、コロナ危機からどんな学

びがありましたか。 

11 山根 一男 

（立憲民主党  

市民の声） 

１. 生活排水処理基本計画の促進を（市民部長、水道部長） 

一問一答方式 

豊かな水環境の創出に向けた、快適で潤いのあるまちづくりという理念の基、平成

28年に『生活排水処理基本計画』が策定されている。水洗化率の推移等、現状の進

行状況、目標達成に向けた具体的な方策等について問う。 

 

質問１ 水洗化率・生活排水処理率等の推移はどうか。 

質問２ 可児川および、その支川における BOD等の推移はどうか。 

質問３ 下水道整備地区における未接続件数、下水道未整備地区において合併浄

化槽でない世帯等の現状はどうか。 

質問４ 下水道接続や合併浄化槽設置に対する働きかけはできているか。 

 

２. 新型コロナワクチン接種体制について（こども健康部長） 

一括答弁方式 

未だ収束のめどが立たないコロナ禍にあって現在最も期待をもたれているのはワ

クチン接種である。常に状況は動いているが、現時点でのワクチン接種体制や、そ

の考え方について説明を求める。 

 

質問１ 1月 28日付けで示された接種計画について、その後の変更点を加味した

上で、告知・申し込みから接種に至る流れ等について説明いただきた

い。 

質問２ 集団接種は土日に限り、平日は医療機関に限定する計画だが予定通り可

能か。                       

質問３ コールセンターはいつ頃開設し、どのような規模で運営するのか。 

質問４ 65歳以上 28,300人に対して、4月上旬から 12週をめどに進める予定で

あったが、どうか。年齢層等によるさらなる細分化が必要ではないか。 

質問５ 新型コロナウイルス接種に関する安全性や、危機対応、接種啓発等はど

の程度行うのか。 



 6 

 

この一覧表は、議員から提出された発言通告書の件名・要旨欄からそのまま掲載したものです。 


